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研究の目的： 平成 11 年の海岸法改正により、これまでの「防護」という目的に加え、自然環境の保護

と回復に焦点を当てた「海岸環境の整備と保全」と、海岸を上手に利用してもらうための管理に焦点を

当てた「公衆の海岸の適正な利用の確保」が位置づけられ、防護・環境・利用の調和の取れた総合的な

海岸管理を目的とした海岸保全事業の実施が求められている。有明海東部に位置する玉名横島海岸にお

いても（図-1）、従来の押さえ盛石に傾斜を付け、突堤を配置することで漂砂が堆積しやすい構造にす

ることで、生物の生息場を創成する環境配慮型の海岸保全事業が行われている。 

しかしながら、当該海岸保全事業のような環境配慮において、成功度合を図るための明確な基準がな

いため、今後どのような維持管理を行うべきか等の方針が定められないのが実状である。 

そこで本研究では、玉名横島海岸保全事業において順応的管理の考え方を基に、HEP（Habitat 

Evaluation Procedure）による環境配慮の成功度合を評価するための基準の設定と、今後の管理のあり

方について検討した結果を報告する。 

研究の内容：①玉名横島海岸の概要と環境配慮事業における目標の設定：玉名横島海岸保全事業による

保全区域は、横島町大開地先に位置する唐人川樋門より、大豊開、横島干拓の堤防を経て菊池川河口部

に位置する玉名市末広開地先の有明樋門に至る 10.1km の堤防である．海岸堤防の背後には干拓によって

造成された農地が広がっており、前面には干潟が存在する。防護面では既往の基準に基づき堤防補強等

が行われているが、利用・環境面では明確な個別目標が設定されていない。そこで、「玉名横島海岸周

辺に生息する干潟の典型種の生息場を創成する。」という目標を設定した。 

②HEP による事業効果の把握と評価基準の設定：従来どおりの整備（初期計画）と今回実施した突堤を配

置したもの（環境配慮）とで、評価種のハビタットがどう変わるのかを比較評価し、事業により期待さ

れる効果を把握するとともに、環境配慮の成功度合を図るための基準の設定を行った。なお、堤防標準

断面を設定し、初期計画では砂が堆積せず、環境配慮では徐々に砂が堆積すると仮定した。また、

HSI(Habitat Suitability Index)モデルは、白川河口、住吉、水無川河口で得られた調査データから作

成し、ヤマトオサガニ、コメツキガニ等の 7 種を評価対象種とした。 

主要な結論： HEP により玉名横島海岸周辺の典型的な干潟生物の生息場としての適否から環境配慮の効

果が明確になり、成功度合を計る評価基準の設定が可能となった。 

順応的管理の考え方を適用し、海岸保全事業における防護・環境・利用に関する個別目標を設定する

ことで、目標に応じた効果的なモニタリング項目の設定や、堤防前面における堆砂の標高や底質性状を評

価対象生物のハビタットとして維持するための管理メニューの設定が明確となった。 
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